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はじめに

本	
書は，これから論文を書く若者のための本である．ここでいう論文とは，
学術雑誌に掲載される論文・卒業論文・修士論文・博士論文を指す（た

だし，学術雑誌への掲載論文を主眼としている）．理科系の論文を念頭におい
ているが，理科系的な手法も用いる文科系の論文（心理学・社会学・経済学な
ど）にも役立つはずである．

論	
文を書き，学術雑誌に発表すること．それはとても大変な作業である．
けっして，研究成果を出した後の「付け足し作業」ではすまない．サッ

カーに喩
たと

えるならば，研究を始めてから成果を出すまでが前半の45分，論文を
書き始めてから学術雑誌に掲載されるまでが後半の45分という感じだ．論文を
書いた経験のほとんどない若者には，途方もなく辛くて長い後半の45分である．
　本書は，こうした若者のための，論文書きの手引き書である．とは言っても，
言葉遣いの技術や英語表現の仕方を説明した本ではない．だから，どのような
表現や語句を用いるのが正しいのかといった技術の解説は出てこない．

本	
書で私が伝えたいのは，論文の各部分で何を書くべきなのかということ
である．タイトルの付け方，アブストラクト・序論・材料と方法・結果・

考察などの各部分で書くべきこと，引用の仕方，図表を作るときに心がけるべ
きことなどを徹底的に解説している．とくに，序論で書くべきことは，私が一
番伝えたいことである．これに加え，論文を書き上げるための心がまえや，面
白い論文とはどういうものなのかも解説している．説明にあたっては，良い例・
悪い例をたくさん紹介し，納得のいく説明を心がけている．
　本書のもう一つの特徴は，原稿を書き終えてから論文の掲載が決まるまでの
各段階ですべきことを，順を追って解説していることである．英文校閲など投
稿前にやっておくべきこと，投稿の仕方，編集部やレフリーとのやりとりの仕
方など，知っておいてほしいことはたくさんある．これらも徹底的に解説した．
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私	
の専門は，生物学の一分野である生態学である．だから，本書の内容の
根幹は，生態学の論文執筆における私の経験に基づいている．生態学の

研究をしながら私は，論文を書く苦労や論文をアクセプト（投稿した論文の掲
載が認められること）させる苦労をずいぶんと味わわされてきた．リジェクト
（投稿した論文が掲載不可と判定されること）など，何回されたかわからない．
アクセプトとリジェクトは分野の垣根を越えた共通語だ．私が伝えたいことの
多くは，他の分野にも通じることだろうと思っている．

本書の構成

本	
書は ４部構成である．
第 １部では，なぜ，論文を書く必要があるのかということと，論文に関

するいくつかの基礎知識を説明する．
　第 ２部は，論文書きの実践編であり，本書の核となる部分である．前半部分
は，論文のそれぞれの章で何を書くべきか，そしてそれをうまく書くためのコ
ツの解説である．後半部分は，原稿を書き終えてから学術雑誌に掲載されるま
での道のりの解説となっている．なお第 ２部は，後で紹介する「論文書きの歌」
に沿って進むことになる．
　第 ３部では，わかりやすい論文を書くことの大切さを訴え，ついで，面白い
論文の条件を紹介する．
　第 ４部では，いかにして論文を書き上げるか―執筆に向かう姿勢―につ
いて助言をする．初めに，効率の良い執筆作業の進め方を説明し，次に，なか
なか論文を書けない若者を叱咤激励する．

本書が対象とする読者

本	
書が対象とする読者は，「これから論文を書く若者」である．具体的には，
次のような人たちを想定している．

□ �研究の世界に入ったばかりの大学院生・学部生．実を言うと本書は，「これ
から研究

4 4

を始める若者のために」でもある．第 １部の全部分と，第 ２部の １，
３ ～ ７，11，12番，第 ３ 部の全部分は研究生活に入った段階で読んでほし
い部分だ．他の部分は，研究成果を挙げた後にはどういう作業が待ってい
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るのかを知る上で参考になる．本書を片手に，自分が論文を書く日を夢見
ながら，これからの研究生活に打ち込んでほしい．

□ �初めての論文をこれから書こうとしている大学院生・学部生．本書の内容
が，論文を書く上で役立つことを切に願っている．

□ �論文を書いたことがあるけれども，「大変だった」という実感ばかりが残り，
書き方のコツがつかめていない大学院生・若手教員・若手研究員．論文書
きを実体験した後に本書を読む方は，納得度がずいぶん違うと思う．

□ �学生の論文書きを指導する立場になったばかりの若手教員．教える側の理
論武装の一つとして本書を役立ててほしい．

□ �卒業論文・修士論文・博士論文を書こうとしている学生．本書の内容のか
なりの部分は，これらの論文の執筆にも役立つはずである．これらを書く
方は，第 １ 部の全部分と，第 ２ 部の １，３ ～14番，第 ３，４ 部の全部分を読
んでほしい．

論文書きの歌

こ	
こで，「論文書きの歌」を紹介しよう．これは，「アルプス一万尺」の替
え歌である．もっとも，「アルプス一万尺」自体が “Yankee Doodle” と

いうアメリカ民謡の替え歌だそうだから，「論文書きの歌」は替え替え歌である．
スティーブ・マックイーン主演の映画「大脱走」に，捕虜のアメリカ兵が，
“Yankee Doodle” を演奏しながら収容所内を行進して，アメリカの独立記念日
を祝う場面があった．この場面が妙に心に残っていて，この曲で替え歌を作ろ
うと思ったのだ．私は，台所に立ちながら「論文書きの歌」を作った．作って
みると，歌詞は20番までできてしまった．長い．論文を書きアクセプトされる
までの道のりはいかに長いかということだ．「ホー！」というかけ声には，論
文を書くことは楽しくて景気のいいことなんだという気持ちが込められている．

論文書きの歌 2026　　　作詞　酒井聡樹
「アルプス一万尺」のメロディーで歌いましょう

１　構想練りつつ結論だそうよ　取り組む問題確認も　ホー！
※ ラーラララララララ　ラーララララララン　ラーラララララララ　ラララララン
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２ 　構想練ったら雑誌を決めよう　必ずあそこに載っけるぞ　ホー！
（※ 繰り返し）

３ イントロ大切なにをやるのか　どうしてやるのか明確に　ホー！
（※ 繰り返し）

４ タイトル短く中身を要約　書き手のねらいをわからせよう　ホー！
（※ 繰り返し）

５ マテメソきちっと情報もらさず　読み手が再現できなくちゃ　ホー！
（※ 繰り返し）

６　いよいよリザルト中身をしぼって　解釈まじえず淡々と　ホー！
（※ 繰り返し）

７　山場は考察あたまを冷やして　どこまで言えるか見極めよう　ホー！
（※ 繰り返し）

８　付録を作って本文補完だ　補助的情報まとめよう　ホー！
（※ 繰り返し）

９　関連研究きちっと調べて　引用するときゃ正確に　ホー！
（※ 繰り返し）

10　本文できたらアブスト書こうよ　主要なフレーズコピーして　ホー！
（※ 繰り返し）

11　複雑怪奇な図表はいけない　情報減らしてすっきりと　ホー！
（※ 繰り返し）

12　文献集めと文献管理は　日頃の努力が大切だ　ホー！
（※ 繰り返し）

13　完成したなら誰かに見せよう　他人のコメント必要だ　ホー！
（※ 繰り返し）

14　お世話になったらお礼を言わなきゃ　一人も残さず謝辞しよう　ホー！
（※ 繰り返し）

15　最後の仕上げは英文校閲　英語を磨いて損はない　ホー！
（※ 繰り返し）

16　いよいよ投稿ファイルを確認　ネットにつなげて慎重に　ホー！
（※ 繰り返し）

17　いつまで経っても返事が来なけりゃ　控えめメールで問い合わせ　ホー！
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（※ 繰り返し）

18　レフリーコメントなるべく従え　できないところは反論だ　ホー！
（※ 繰り返し）

19　リジェクトされても挫けちゃいけない　修正加えて再投稿　ホー！
（※ 繰り返し）

20　このうた歌えば必ず通るよ　自分を信じてがんばろう　ホー！
（※ 繰り返し）

アンコール　論文出たなら宣伝しなくちゃ　論文抱えて出かけよう　ホー！
（※ 繰り返し）

　論文書きの歌をCD化してほしいという声もちらほらある．私としては，影
山優佳さんに歌ってほしいのであるが，一向にその気配はない．

ベガルタ仙台と牛タン定食

本	
書では，「ベガルタ仙台が強いのは，選手が牛タン定食を食べているか
らである」という架空の研究を例として用いている．ベガルタ仙台は，

仙台市に所在するＪリーグクラブである．牛タン定食（図 １）は仙台が発祥だ．
ベガルタ仙台はとても強いという設定になっているが，疑うことなく受け入れ

 図 １   牛タン定食

仙台といえば，牛タン定食発祥の地でもある．牛タンの塩焼き・牛のテール（しっぽ）
スープ・麦飯・漬け物が牛タン定食の定番だ．牛の体の先端（舌）と末端（しっぽ）
を使っているので，「両端定食」と私は呼んでいる．写真提供：牛たん炭焼 利久．
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ていただきたい．

最終完結版（第 ４版）に向けての言葉

本	
書の『究極の大改訂版』（第 ３ 版）が出版されたのは2015年であった．
10年が経ち，一つの節目の年となった．これを機に，最後の改訂をしよ

うと思い立った．そして，時代の進歩に合わせていろいろと書き直した．説明
の仕方もけっこう変えた．おかげで，より自信をもって上梓できる本となった．
これが最後の改訂である．『これ論』の物語も，ついにここに完結する．
　改訂部分を記しておく．

　　新しく書き加えた部分
・第 １部第 ３章
大改訂した部分
・第 ２部前奏 ２
・第 ２部 １番
中改訂した部分
・第 ２部前奏 １
第 ２部 ２，３，４，６，９，10 ，12 ，16番
・第 ４部第 ２章
小改訂した部分
・第 １部第 １，２章
・第 ２部 ５，７，８，11 ，13 ，14 ，15 ，17 ，18 ，19番，アンコール
・第 ３部第 ２章
・第 ４部第 １，３章

謝辞

本	
書を執筆するために，以下の方々のお力添えをいただいた．

『初版』の原稿を読んで，さまざまな貴重なご意見・励ましをくださった方た
ち：酒井暁子さん・竹中明夫さん・牧 雅之さん・山室真澄さん・田村宏治さ
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ん・畝山智香子さん・鈴木準一郎さん・小口理一さん・石井 博さん・大橋一
晴さん・可知直毅さん・木村崇史さん・谷 亨さん・村上哲明さんには，原稿
の全部または一部を読んでいただいた．この方たちのおかげで，初版が見違え
るほど良くなったと思う．

『大改訂増補版』の原稿を読んで，さまざまな貴重なご意見をくださった方た
ち：酒井暁子さん・竹中明夫さん・牧 雅之さん・石井 博さん・木村 恵さ
ん・牧野崇司さん・板垣智之さん・森長真一さん・辻 和希さんには，大改訂
した部分を読んでいただいた．

『究極の大改訂版』の原稿を読んで，さまざまな貴重なご意見をくださった方
たち：石井 博さん・土松隆志さん・林 岳彦さん・牧野崇司さん・森長真一さ
んには，改訂した部分を読んでいただいた．この方たちの意見は，『究極の大
改訂版』を書き上げる上で大いに力となった．小黒芳生さん・高野宏平さん・
松原 豊さん・岡 千尋さん・杢屋貴士さん・若林加枝さん・川邊瑞穂さんに
は，いくつかの点について意見をもらった．

『最終完結版』の原稿を読んで，さまざまな貴重なご意見をくださった方たち：
石井 博さん・小黒芳生さん・土松隆志さん・林 岳彦さん・森長真一さんには
全文を読んでいただいた．この方たちのおかげで，『最終完結版』を自信をもっ
て上梓できるようになった．

旧版（日本生態学会関東地区会報掲載版およびウェブサイト版）の「これから
論文を書く若者のために」に貴重なご意見をくださった方たち：浅見崇比呂さ
ん・可知直毅さん・酒井暁子さん・牧 雅之さん・松田裕之さんには，旧版執
筆時に，その原稿を読んでいただいた．また，旧版をインターネットで公開し
たところ山室真澄さんにも貴重な意見をいただくことができた．

表紙を飾った選手たち：東北大学大学院生命科学研究科および理学部生物学科
の学生さんには表紙のモデルになっていただいた．
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　最後に，共立出版の信沢孝一さん・山内千尋さん・大谷早紀さん・天田友理
さんにも感謝したい．信沢さんは，本書（初版）を執筆したいという私の願い
を快諾してくださり，そのくせいつまで経っても原稿を完成させない私を辛抱
強く見守ってくださった．信沢さんのお力なしには，本書は日の目を見ること
はなかったと思う．山内さん・大谷さん・天田さんは，『最終完結版』の編集
をしてくださった．三人のおかげで楽しい編集作業となった．
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